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―
―
南
流
山
地
区
社
協
の
「
い
き
い
き
シ
ニ
ア
の
会
」

小
中
学
生
が
高
齢
者
の
接
待
に
大
活
躍

　
小
中
学
生
が
お
茶
の
接
待
や
お
弁
当
配
り
に
大
活

躍
―
―
こ
れ
は
、
南
流
山
地
区
社
協
が
こ
と
し
か
ら

始
め
た
新
し
い
カ
タ
チ
の
〈
敬
老
の
集
い
〉
。

　
昼
食
は
、
招
待
さ
れ
た
地
域
の
七
〇
歳
以
上
の
方

た
ち
と
子
供
た
ち
が
向
か
い
合
っ
て
、
お
弁
当
に
舌

つ
づ
み
。
「
学
校
は
楽
し
い
？
」
「
え
え
、
お
友
達

が
い
っ
ぱ
い
い
る
の
で
―
―
」
と
い
っ
た
会
話
も
交

わ
さ
れ
、
福
祉
教
育
に
も
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

　
舞
台
の
上
に
は
、
招
待
さ
れ
た
方
と
同
じ
年
齢
の

方
、
そ
し
て
運
営
も
同
様
の
何
人
も
の
方
が
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。
（
く
わ
し
く
は
、
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

　
小
中
学
生
が
お
茶
の
接
待
や
お
弁
当
配
り
に
大
活

躍
―
―
こ
れ
は
、
南
流
山
地
区
社
協
が
こ
と
し
か
ら

始
め
た
新
し
い
カ
タ
チ
の
〈
敬
老
の
集
い
〉
。

　
昼
食
は
、
招
待
さ
れ
た
地
域
の
七
〇
歳
以
上
の
方

た
ち
と
子
供
た
ち
が
向
か
い
合
っ
て
、
お
弁
当
に
舌

つ
づ
み
。
「
学
校
は
楽
し
い
？
」
「
え
え
、
お
友
達

が
い
っ
ぱ
い
い
る
の
で
―
―
」
と
い
っ
た
会
話
も
交

わ
さ
れ
、
福
祉
教
育
に
も
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

　
舞
台
の
上
に
は
、
招
待
さ
れ
た
方
と
同
じ
年
齢
の

方
、
そ
し
て
運
営
も
同
様
の
何
人
も
の
方
が
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。
（
く
わ
し
く
は
、
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

―
―
南
流
山
地
区
社
協
の
「
い
き
い
き
シ
ニ
ア
の
会
」

小
中
学
生
が
高
齢
者
の
接
待
に
大
活
躍
！

生活機能の低下を防ぐこと
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介護予防

　
式
典
を
中
心
と
し
た
敬
老
会
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
を
含
め
た
地
域
住
民
協
力
の
こ
こ
ろ
の

こ
も
っ
た
集
い
に
―
―
流
山
市
主
催
の
敬
老
会
は
平
成
十
五
年
、
財
政
再
建
の
た
め
に
中
止

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
南
流
山
小
学
校
区
の
地
区
敬
老
会
の
運
営
を
任
さ
れ
て
い
た
南
流

山
地
区
社
協
（
市
川
誠
会
長
）
は
、
平
成
十
六
年
、
敬
老
関
連
事
業
を
実
施
の
地
区
社
協
に

市
か
ら
報
奨
金
が
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ま
で
同
地
区
社
協
が
三
月
に
開
催
し
て
い
た

「
会
食
会
」
の
開
催
時
期
を
ず
ら
し
、
こ
の
予
算
と
報
奨
費
で
新
し
い
カ
タ
チ
の
敬
老
行
事

開
催
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

式
典
を
中
心
と
し
た
敬
老
会
は
や
め
て
…

新
し
い
カ
タ
チ
の
集
い
を
模
索
中

―
―
南
流
山
地
区
社
協
「
い
き
い
き
シ
ニ
ア
の
会
」

お
弁
当
配
り
に
活
躍
す
る
子
ど
も
た
ち

ことば百科

　高齢者の生活機能低下の原因には、脳梗
塞などの脳血管疾患、転倒などによる骨折、
痴呆、また家に閉じこもりがちのため徐々
に機能が低下するものなどがあります。そ
の結果、要介護状態になって介護保険の適
用を受けることになったりします。
　「介護予防」とは、単に「介護を必要と
する状態にならないようにすること」「介
護保険の対象になることを防ぐこと」では
なく、「生活機能の低下を防ぐこと」、また
「要介護状態の進行を予防すること」。
　現在では、介護保険制度の予防給付とし
て、要支援の人が通
所介護・訪問介護な
どを利用できるほか、
主に介護保険制度で
「自立」と判定され
た人に対しては、市
町村で介護予防・地
域支え合い事業として高齢者の生きがいづ
くりや閉じこもり予防、転倒予防、痴呆予
防などの取り組みをしています。また「老
人保健事業」として、健康増進のための事
業や生活習慣病の予防対策も行われていま
す。地区社会福祉協議会やボランティア団
体などが実施する「ふれあい・いきいきサ
ロン」も各地で開かれ、効果をあげていま
す。
　介護予防は、高齢者自身が持つ力を引き
出し、生きがいを見出し、元気に社会活動
に参加し、住み慣れた家庭や地域で、でき
るだけ自立し、安心して生活するための基
盤づくりであるといえます。現在進んでい
る介護保険制度の見直しの中では、大きな
柱の一つとして位置付けられています。

　
会
は
従
来
の
市
主
催
の
式
典
を
中
心
と

し
た
「
敬
老
会
」
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
、

ま
た
「
『
老
』
と
い
う
語
に
抵
抗
が
あ
る
」

と
い
う
声
を
受
け
て
「
い
き
い
き
シ
ニ
ア

の
会
」
と
い
う
名
称
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
市
の
協
力
を
得
て
、
会
食
会
で
は
不

可
能
だ
っ
た
地
域
の
全
て
の
七
〇
歳
以
上

の
方
へ
招
待
状
を
作
成
し
、
自
治
会
の
協

力
も
得
て
そ
の
配
布
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
は
会
食
会
の
拡
大
版
と
し
て
企
画
さ
れ
、

演
芸
と
皆
で
の
会
食
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
会
と
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
「
子
ど
も
た

ち
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験
す
る
機
会
を
」

と
、
地
域
の
小
中
学
校
に
お
願
い
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
小
学

生
十
三
名
、
中
学
生
二
名
が
参
加
し
て
く

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

  

地
域
住
民
、
小
中
学
生
も
共
に
楽
し
む

　
さ
る
十
月
三
日
、
南
流
山
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た
「
い
き
い
き
シ
ニ
ア
の
会
」

に
は
、
雨
模
様
に
も
か
か
わ
ら
ず
受
付
開

始
前
か
ら
招
待
状
を
持
た
れ
た
方
が
来
場

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

子
ど
も
た
ち
の
案
内
で
席
に
着
く
と
、
熱

い
お
茶
の
サ
ー
ビ
ス
も
子
ど
も
た
ち
の
手

で
…
…
。

　
市
川
会
長
の
挨
拶
の
後
、
喜
寿
、
米
寿
、

白
寿
の
方
々
に
子
ど
も
た
ち
か
ら
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
白
寿
と
な

ら
れ
た
男
性
最
高
齢
者
の
横
山
新
之
助
さ

ん
（
明
治
三
十
八
年
生
ま
れ
）
か
ら
「
今

も
庭
の
掃
除
や
植
木
の
手
入
れ
は
私
の
仕
事
」

と
長
寿
の
秘
訣
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
流
山
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
「
悪
質

商
法
に
ご
注
意
！
」
の
講
演
後
、
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
美
し
い
琴
の
調
べ
で

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
南
流
山
中

学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
南
流
山
小
学
校

音
楽
部
の
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏
、
松
戸
ミ
ド

リ
幼
稚
園
の
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
で
児
童
、

生
徒
、
園
児
が
大
活
躍
し
ま
し
た
。
一
方
、

合
唱
、
マ
ジ
ッ
ク
、
舞
踊
は
招
待
さ
れ
る

側
と
同
じ
年
齢
の
出
演
者
が
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
昼
食
の
お
弁
当
配
り

に
も
活
躍
し
、
皆
さ
ん
は
「
ご
苦
労
さ
ま
」

「
あ
り
が
と
う
」
と
目
を
細
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

  

地
域
の
環
境
づ
く
り
の
第
一
歩

◆
市
川
誠
・
南
流
山
地
区
社
協
会
長
の
話

＝
「
敬
老
会
」
と
い
う
と
行
政
が
一
方
的

に
施
す
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
本
当
に
必
要
な
の

は
地
域
の
人
の
温
も
り

を
感
じ
ら
れ
る
「
共
生
」

と
思
い
ま
す
。
今
回
、
子
ど
も
た
ち
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
長
い

時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
地
域
の

環
境
づ
く
り
の
第
一
歩
を
踏
み
出
せ
た
の

で
は
と
思
い
ま
す
。
「
い
き
い
き
シ
ニ
ア

の
会
」
が
そ
の
よ
う
な
面
で
今
後
も
継
続

で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

Hot Report
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地
元
産
の
大
豆
と
お
米
を

使
用

　
こ
の
「
と
き
わ
ぎ
味
噌
」

づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い
る
の
は
、

指
導
員
の
笠
間
さ
ん
と
も
う

一
人
の
職
員
に
利
用
者
さ
ん

の
九
名
。
地
元
産
の
大
豆
と

お
米
を
使
っ
て

麹
を
つ
く
り
、

毎
年
一
月
か
ら

六
月
ご
ろ
ま
で

に
仕
込
み
を
し

ま
す
。

　
夏
に
は
、
一
度
酸
素
を
補
給

す
る
“
切
り
返
し
”
を
や
り
、

仕
込
み
か
ら
ほ
ぼ
十
ヵ
月
で
熟

成
す
る
の
で
、
そ
れ
を
パ
ッ
ク

詰
め
に
し
て
完
成
。
市
販
品
の

中
に
は
、
腐
敗
を
防
ぐ
た
め
に

酒
精
を
加
え
た
物
も
あ
り
ま
す

が
、
こ
こ
で
は
完
全
に
無
添
加

の
天
然
醸
造
で
す
。

　
製
品
は
、
工
舎
で
直
売
す
る

ほ
か
、
町
内
の
地
元
特
産
品
直

売
所
に
出
荷
し
て
お
り
、
注
文

販
売
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

八
百
� 

入
り
で
六
三
〇
円
（
税

込
み
価
格
）
。

　
売
れ
行
き
好
調
の
理
由
に
つ

い
て
、
指
導
員
の
笠
間
さ
ん
は

「
な
ん
と
い
っ
て
も
、
地
元
産

の
大
豆
と
お
米
を
使
っ
て
い
る

こ
と
。
そ
れ
に
物
づ
く
り
の
原

点
を
大
切
に
し
て
、
利
用
者
さ

ん
の
真
心
こ
め
た
作
業
が
風
味

を
一
層
豊
か
に
し
て
い
る
の
で

は
―
―
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

 

木
工
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
パ
ン
、

農
産
加
工
ｅ
ｔ
ｃ

　
「
と
き
わ
ぎ
工
舎
」
の
開
設

は
、
平
成
七
年
四
月
。
現
在
睦

沢
町
に
あ
る
本
場
（
ほ
ん
じ
ょ
う
）

で
は
、
や
は
り
地
元
の
小
麦
を

使
っ
て
各
種
の

パ
ン
を
つ
く
る
「
パ

ン
工
房
」
、
同

様
に
地
元
農
産

物
の
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
、
梅
、
イ

チ
ゴ
、
夏
み
か

ん
を
利
用
し
て

の
ジ
ャ
ム
、
さ

ら
に
納
豆
を
製

造
し
て
い
る
「
農

産
物
加
工
班
」
、

イ
ス
や
テ
ー
ブ
ル
、

鉢
、
オ
モ
チ
ャ

づ
く
り
の
「
木

工
班
」
、
工
舎

内
の
従
業
員
の

給
食
を
担
当
す
る
「
調
理
班
」

が
あ
り
、
こ
こ
で
は
三
〇
名
の

通
所
生
が
働
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
本
場
の
ほ
か
、
サ
テ

ラ
イ
ト
分
場
と
し
て
漬
け
物
と

Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
を
つ
く
っ
て
い
る

長
生
村
の
一
ツ
松
分
場
、
牛
乳

パ
ッ
ク
か
ら
和
紙
や
チ
ェ
ア
を

リ
サ
イ
ク
ル
し
た
り
、
腕
カ
バ
ー

や
コ
ー
ス
タ
ー
の
縫
製
を
し
て

い
る
千
葉
市
美
浜
区
の
千
葉
分

場
が
あ
り
、
合
わ
せ
て
三
五
名

の
通
所
生
が
、
そ
れ
ぞ
れ
能
力

を
発
揮
し
て
作
業
に
汗
を
流
し

て
い
ま
す
。

＊
「
と
き
わ
ぎ
工
舎
」
へ
の
連

絡
は
―
―

〒
二
九
九
―
四
四
二
一

長
生
郡
睦
沢
町
長
楽
寺
四
九
六

　
〇
四
七
五（
四
四
）二
二
九
九

8

利
用
者
さ
ん
の
真
心
が
風
味
を
引
き
た
て
ま
す

当店こだわりの一品シリーズ
（５）

「ときわぎ工舎の味噌づくり」

地
元
の
大
豆
と
お
米
を
使
っ
て
す
べ
て
手
作
業

編
集
後
記

　
豊
か
な
緑
に
囲
ま
れ
た
長
生
郡
睦
沢
町
の
知
的
障
害
者
通
所
授
産

施
設
「
と
き
わ
ぎ
工
舎
」（
池
口
紀
夫
施
設
長
）
で
は
、
二
ヵ
所
の
サ

テ
ラ
イ
ト
分
場
を
含
め
て
、
木
工
品
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
、
パ
ン
、
農

産
加
工
品
、
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
な
ど
多
彩
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
な
か
で
も
主
力
商
品
は
農
産
加
工
班
の
「
と
き
わ
ぎ
味
噌
」
。

地
元
産
の
大
豆
を
使
っ
た
文
字
通
り
の
手
づ
く
り
品
で
「
風
味
が
バ

ツ
グ
ン
！
」
と
大
評
判
。
好
調
な
売
れ
行
き
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
台
風
が
多
く
、
被

災
し
た
皆
さ
ま
に
は
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
障
害
者
の
社
会
参
加

や
地
区
社
協
の
「
敬
老
の
集

い
」
な
ど
、
各
地
で
新
た
な

地
域
福
祉
が
実
践
さ
れ
て
お

り
、
社
会
福
祉
大
会
に
お
い

て
も
ホ
ー
ム
レ
ス
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら

の
発
表
も
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
応

じ
た
新
し
い
社
協
の
仕
事
に

ご
理
解
と
お
力
添
え
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
（
Ｓ
）

こ
う
じ

製
品
化
さ
れ
た
「
と
き
わ
ぎ
味
噌
」

グ
ラ

  

ム

　今年7月から8月に発生した新潟・福井県での豪雨災
害では、県内外から10万人を超えるボランティアが駆
けつけ、猛暑の中献身的な救援活動に取り組みました。
　本会においても新潟県社協の要請を受けて、7月20
日から8月1日まで職員8名を交代で派遣し、中之島町
災害救援ボランティアセンターでコーディネート業務
を担いました。

県社協職員災害救援に向かう！

２

　
授
産
施
設
、
福
祉
作
業
所
を
持
つ
団
体
が
一
致
結
束
し
て
事
業
活
動
を
強
化
し
、
社
会
福

祉
の
充
実
を
め
ざ
す
「
千
葉
県
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議
会
（
通
称
・
千
葉
県
セ
ル
プ
協
議

会
）
」
が
発
足
し
て
半
年
あ
ま
り
。
九
月
に
は
「
職
員
研
修
会
」
で
先
進
施
設
の
見
学
を
実

施
し
、
現
在
は
来
年
春
県
内
で
開
催
予
定
の
「
全
国
セ
ル
プ
バ
ザ
ー
ル
」
の
準
備
中
。
会
員

は
ま
だ
三
三
施
設
で
す
が
、
各
団
体
の
関
心
も
高
く
、
年
度
内
の
目
標
は
五
〇
施
設
。
平
成

十
七
年
度
中
に
は
さ
ら
に
会
員
も
ふ
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
障
害
者
の
社
会
参
加
、
就
労

の
夢
が
大
き
く
ふ
く
ら
ん
で
い
ま
す
。

障
害
者
の
社
会
参
加
、
就
労
に
大
き
な
一
歩

千
葉
県
セ
ル
プ
協
議
会
の
設
立
総
会

 

各
団
体
が
連
携
、
強
固
な
基
盤
づ
く
り

　
通
称
の
「
セ
ル
プ
協
議
会
」
と
は
「S up

p
o

rt 
o

f E m
p

lo
ym

e
n

t L ivin
g

 a
n

d
 P a

rtic
i

p
a

tio
n

」
で
、
要
約
す
る
と
「
障
害
者
の

就
労
と
社
会
参
加
の
支
援
」
。
従
来
の
福

祉
団
体
は
、
障
害
の
種
別
ご
と
に
縦
割
り

の
組
織
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
授

産
施
設
や
福
祉
作
業
所
を
持
ち
、
多
く
は

一
般
企
業
の
下
請
け
と
し
て
細
々
と
内
職

に
近
い
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
れ
で
は
障
害
者
が
い
つ
に

な
っ
て
も
社
会
参
加
や
就
労
の
実
感
が
持

て
ず
、
「
社
会
の
片
隅
の
存
在
」
か
ら
脱

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
身

体
障
害
や
知
的
障
害
な
ど
の
種
別
を
超
え

て
共
通
の
課
題
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
す

る
と
と
も
に
、
他
の
業
種
別
協
議
会
と
の

連
携
を
強
め
、
強
固
な
事
業
基
盤
づ
く
り

と
社
会
福
祉
の
充
実
を
め
ざ
し
て
設
立
さ

れ
た
の
が
「
セ
ル
プ
協
議
会
」
で
す
。

　
お
よ
そ
三
〇
年
前
か
ら
「
全
国
セ
ル
プ
協
」

を
は
じ
め
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
「
セ
ル

プ
協
」
が
設
立
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
千

葉
県
は
最
後
に
残
っ
た
四
県
の
う
ち
の
一

つ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
全

国
セ
ル
プ
協
議
会
よ
り
「
千
葉
県
で
も
結

成
を
―
―
」
と
要
請
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、

昨
年
八
月
全
国
セ
ル
プ
協
役
員
が
千
葉
を

訪
れ
、
改
め
て
結
成
す
る
よ
う
求
め
ら
れ

た
の
を
機
会
に
、
そ
れ
ま
で
独
自
の
判
断

で
「
全
国
セ
ル
プ
協
議
会
」
の
会
員
に
な

っ
て
い
た
県
内
の
二
〇
施
設
を
中
心
に
準

備
委
員
会
を
設
置
、
こ
と
し
三
月
八
日
正

式
発
足
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

  

組
織
内
に
は
四
つ
の
委
員
会

　
初
代
会
長
は
、
準
備
委
員
長
と
し
て
東

奔
西
走
の
活
躍
を
し
た
知
的
障
害
者
授
産

施
設
「
明
朗
塾
」
（
八
街
市
）
の
内
藤
晃
施

設
長
。
設
立
に
際
し
て
は
、
県
社
会
福
祉

協
議
会
が
積
極
的
に
協
力
し
て
き
た
こ
と

か
ら
、
県
社
協
の
業
種
別
協
議
会
に
位
置

付
け
ら
れ
、
連
絡
窓
口
も
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
組
織
内
に
は
「
総
務
・
財
務
・

広
報
委
員
会
」
を
は
じ
め
障
害
者
の
社
会

参
加
、
就
労
に
関
す
る
調
査
や
職
員
の
研

修
を
担
当
す
る
「
調
査
・
研
究
・
研
修
委

員
会
」
、
各
授
産
施
設
・
作
業
所
の
連
携

に
よ
り
事
業
を
強
化
す
る
「
事
業
振
興
委

員
会
」
、
国
や
地
方
自
治
体
に
対
し
て
福

祉
全
般
か
ら
障
害
者
の
社
会
参
加
に
関
す

る
制
度
改
革
な
ど
を
検
討
・
提
案
す
る
「
制

度
・
政
策
委
員
会
」
が
あ
り
ま
す
。

  

一
般
企
業
に
対
抗
で
き
る
事
業
体
に

　
◆
内
藤
晃
・
千
葉
県
セ
ル
プ
協
議
会
会

長
の
話
＝
当
面
の
目
標
は
、
会
員
を
さ
ら

に
増
強
す
る
こ
と
。
そ
れ
に
よ
っ
て
事
業

基
盤
を
強
固
な
も
の
に
し
、
良
質
な
経
営

理
念
と
業
務
改
善
の
し
く
み
を
も
っ
て
一

般
の
企
業
と
対
抗
で
き
る
よ
う
な
事
業
体

に
成
長
さ
せ
る
の
が
夢
で
す
。
確
固
と
し

た
経
営
基
盤
の
上
に
こ
そ
障
害
者
の
就
労

に
つ
な
が
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
る

も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

＊
千
葉
県
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議
会
へ

の
連
絡
窓
口
は
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
事
業
部
（
担
当
・
高
澤
）

　
〇
四
三
（
二
四
五
）
一
一
〇
三

千葉県セルプ協議会発足!!千葉県セルプ協議会発足!!

「
虐
待
で
は
」
と
思
っ
た
と  

  

き
も
通
報
を
―
―

　
　
●
児
童
虐
待
防
止
法
の
改
正

　
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児
童
を
発
見

し
た
場
合
も
通
報
を
―
―
子
ど
も
の
虐
待
死

の
続
発
に
、
平
成
十
二
年
「
児
童
虐
待
の
防

止
等
に
関
す
る
法
律
（
通
称
・
児
童
虐
待
防

止
法
）
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後

も
痛
ま
し
い
事
件
が
相
次
い
で
起
き
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
と
し
四
月
法
律
の
一
部
改
正

が
行
わ
れ
、
十
月
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
児
童
虐
待
は
、
人

権
侵
害
で
あ
る
」
と
明
確
化
し
た
ほ
か
「
虐

待
が
起
き
て
か
ら
対
処
す
る
の
で
な
く
、
未

然
に
防
ぐ
、
あ
る
い
は
深
刻
化
す
る
前
に
発

見
し
対
処
す
る
」
な

ど
の
点
。

　
ま
た
改
正
前
は
、

法
の
適
用
が
保
護
者

に
よ
る
虐
待
に
限
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
が
「
保
護
者
以

外
の
同
居
人
」
も
対
象
と
な
っ
た
ほ
か
、
直

接
子
ど
も
に
対
す
る
暴
力
で
な
く
て
も
、
配

偶
者
の
間
で
の
暴
力
が
子
ど
も
の
前
で
行
わ

れ
る
ケ
ー
ス
も
、
心
理
的
虐
待
と
し
て
適
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
因
み
に
千
葉
県
で
は
、
県
内
の
児
童
相
談

所
の
相
談
処
理
件
数
が
平
成
十
二
年
度
に
四

一
四
件
だ
っ
た
の
が
、
平
成
十
五
年
度
で
は

二
倍
強
の
九
〇
六
件
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　
虐
待
を
す
る
の
は
実
母
が
六
〇
％
強
と
な

っ
て
お
り
、
子
育
て
家
庭
の
保
護
者
を
孤
立

さ
せ
な
い
よ
う
、
地
域
で
支
援
す
る
体
制
づ

く
り
が
重
要
で
す
。

●
地
域
福
祉
を
支
援
す
る
第
一
六
回
「
わ
か
ば
基
金
」

　
地
域
で
活
発
な
福
祉
活
動
を
進
め
て
い
る
グ
ル
ー

プ
。
例
え
ば
、
（
１
）
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
や
障

害
者
の
日
常
生
活
を
支
援
し
た
り
、
様
々
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
　
（
２
）
障
害
者
の
社
会
参
加

や
就
労
の
場
づ
く
り
を
促
進
し
、
そ
の
活
動
の
支
援

に
あ
た
っ
て
い
る
　
（
３
）
文
化
活
動
を
通
じ
て
、

障
害
や
年
齢
を
超
え
た
交
流
や
相
互
理
解
を
図
っ
て

い
る
　
（
４
）
福
祉
情
報
の
提
供
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
通
し
て
、
地
域
の
福
祉
向
上
に
努
め
て
い

る
。
一
件
に
つ
き
七
〇
万
円
。
　 

　 

社
会
福
祉
法
人
Ｎ
Ｈ
Ｋ
厚
生
文
化
事
業
団

　 

０
３
―
３
４
８
１
―
７
８
５
５
　
＊
郵
送
の
み
の

受
付

●
「
良
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
た
め
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
（
協
働
）
の
推
進
事
業
助
成
」

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
協
働
）
の
推
進
＝
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
、
行
政
等
が
「
良
き

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」
と
い
う
共
通
の
目
的
の
た

め
、
お
互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
事
業
を
行
う
も
の
で
、

単
独
の
団
体
が
行
う
よ
り
も
そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ク
タ
ー

を
活
か
し
、
人
材
・
モ
ノ
・
資
金
・
ノ
ウ
ハ
ウ
・
情

報
と
い
っ
た
場
面
で
協
力
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

大
き
な
社
会
的
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る

事
業
。
二
〇
〇
万
円
を
上
限
。

　 

日
本
財
団

 

　
０
１
２
０
―
７
７
―
１
０
８
９

●
心
と
か
ら
だ
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
関
す
る
市
民
活
動

支
援

　
「
心
と
か
ら
だ
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」
に
関
す
る
も
の

の
う
ち
、
本
年
度
は
特
に
以
下
の
分
野
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
重
視
。

　
（
１
）成
長
過
程
に
あ
る
人
た
ち
（
主
に
一
〇
代
）

の
心
身
の
発
達
を
支
援
す
る
活
動 

（
２
）
社
会
的
な

受
け
皿
が
な
い
た
め
に
保
健
・
医
療
が
受
け
ら
れ
な

い
人
た
ち
（
外
国
人
、
路
上
生
活
者
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
〜

心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
等
）
の
心
身
の
ケ
ア
を

支
援
す
る
活
動 

（
３
）
障
害
を
も
つ
人
や
療
養
に
あ

る
人
た
ち
の
充
実
し
た
生
き
方
を
支
援
す
る
活
動

＊
非
営
利
団
体
で
あ
る
こ
と
（
法
人
格
の
有
無
は
問

わ
な
い
）
　
・
日
本
国
内
に
活
動
拠
点
が
あ
る
こ
と

・
原
則
と
し
て
二
年
以
上
の
活
動
実
績
が
あ
る
こ
と

・
団
体
の
目
的
や
活
動
内
容
が
政
治
・
宗
教
等
に
偏

っ
て
い
な
い
こ
と
。
上
限
三
〇
〇
万
円
。

　
フ
ァ
イ
ザ
ー
株
式
会
社
（
フ
ァ
イ
ザ
ー
プ
ロ
グ
ラ

ム
事
務
局
）

 

　
０
３
―
５
３
０
９
―
７
６
６
３

●
「
平
成
十
六
年
度
（
第
三
〇
回
）
社
会
福
祉
助
成
金
」

　
社
会
福
祉
事
業
を
行
う
民
間
の
団
体
が
企
画
す
る

事
業
で
、
次
の
条
件
を
具
備
す
る
も
の
。
（
１
）
明

確
な
目
的
を
持
ち
、
実
施
主
体
・
内
容
・
期
間
が
明

ら
か
な
企
画
で
あ
る
こ
と
　
（
２
）
一
般
的
な
経
費

不
足
の
補
填
で
は
な
い
こ
と
　
（
３
）
原
則
と
し
て

国
や
地
方
公
共
団
体
の
公
的
補
助
が
見
込
め
な
い
こ

と
、
ま
た
は
民
間
機
関
か
ら
の
助
成
と
重
複
し
な
い

こ
と
（
４
）
助
成
決
定
か
ら
一
年
以
内
に
事
業
が
完

了
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
　
（
５
）
申
込
者
は
原
則

と
し
て
非
営
利
の
法
人
で
あ
る
こ
と
（
た
だ
し
法
人

で
な
い
場
合
で
も
、
三
年
以
上
の
継
続
的
活
動
実
績

が
あ
り
、
組
織
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
は
対

象
と
す
る
）
。
一
件
に
つ
き
二
〇
〇
万
円
を
上
限
。

　 

社
会
福
祉
法
人
丸
紅
基
金

 

　
０
３
―
５
４
４
６
―
２
４
７
４
・
２
４
７
５

●
太
陽
生
命
ひ
ま
わ
り
厚
生
財
団
社
会
福
祉
助
成

　
■
事
業
助
成 

（
１
）
在
宅
高
齢
者
等
の
福
祉
に
関

す
る
事
業
（
三
〇
万
〜
一
〇
〇
万
円
）
（
２
）
民
間

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
（
二
〇
万
〜
五
〇
万
円
） 

（
３
）障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
啓
発
、
開
発
、
ま
た

は
普
及
深
化
さ
せ
る
事
業
（
三
〇
万
〜
一
〇
〇
万
円
）

（
４
）障
害
者
に
対
す
る
授
産
施
設
ま
た
は
小
規
模
作

業
所
を
整
備
す
る
事
業
（
三
〇
万
〜
五
〇
万
円
）

　
■
研
究
助
成
　
�
老
人
保
健
、
生
活
習
慣
病
ま
た

は
高
齢
者
福
祉
に
関
す
る
調
査
研
究
（
三
〇
万
〜
七

〇
万
円
）

　 

財
団
法
人
太
陽
生
命
ひ
ま
わ
り
厚
生
財
団
事
務
局

　 

０
３
―
３
２
７
２
―
６
２
６
８

●
Ｊ
Ｔ
青
少
年
育
成
に
関
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
事
業

　
青
少
年
（
小
学
生
〜
高
校
生
）
の
健
全
育
成
に
つ

な
が
る
事
業
。
た
と
え
ば
、
青
少
年
が
地
域
社
会
に

参
画
す
る
事
業
。
青
少
年
を
育
成
す
る
た
め
の
指
導

者
・
リ
ー
ダ
ー
等
の
養
成
に
関
す
る
事
業
。
年
額
二

〇
〇
万
円
を
上
限
に
、
三
〇
件
程
度
を
対
象
に
―
―
。

　 

日
本
た
ば
こ
株
式
会
社
パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
レ
ー
シ
ョ

ン
部
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
事
務
局

　 

０
３
―
５
５
７
２
―
４
２
９
０

●
新
日
本
友
の
会
福
祉
助
成

　
身
体
障
害
者
お
よ
び
知
的
障
害
者
の
福
祉
に
関
す

る
事
業
を
一
年
以
上
直
接
営
み
、
草
の
根
で
小
規
模

な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
団
体
。
一
件
に
つ
き
三
〇

万
〜
一
〇
〇
万
円
。

　 

社
会
福
祉
法
人
新
日
本
友
の
会

　 

０
３
―
５
４
９
５
―
２
７
８
４

●
キ
リ
ン
福
祉
財
団
公
募
助
成

　
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。

四
、
五
名
以
上
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
活
動

す
る
グ
ル
ー
プ
が
対
象
で
、
法
人
格
の
有
無
は
不
問
。

一
件
に
つ
き
三
〇
万
円
。
上
限
総
額
二
〇
〇
〇
万
円
。

　 

財
団
法
人
キ
リ
ン
福
祉
財
団
事
務
局

　 

０
３
―
５
５
４
０
―
３
５
２
２

●
「
連
合
・
愛
の
カ
ン
パ
」
団
体
立
ち
上
げ
、
新
規

事
業
立
ち
上
げ
の
た
め
の
準
備
金
支
援

　
新
規
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
、
移
送
、
宅
老
（
ミ
ニ
デ

イ
）
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
子
育
て
支
援
等
を
行
う
団

体
、
グ
ル
ー
プ
、
平
成
一
五
年
一
二
月
以
降
事
業
立

ち
上
げ
、
団
体
設
立
し
た
と
こ
ろ
、
あ
る
い
は
具
体

的
に
設
立
や
新
規
サ
ー
ビ
ス
立
ち
上
げ
準
備
に
着
手

し
て
い
る
団
体
、
グ
ル
ー
プ
が
対
象
。
一
件
に
つ
き

一
五
万
円
を
上
限
に
三
〇
団
体
ま
で
。

　
（
財
）
さ
わ
や
か
福
祉
財
団
「
連
合
・
愛
の
カ
ン

パ
」
立
ち
上
げ
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　 

０
３
―
５
４
７
０
―
７
７
５
１

●
日
本
財
団
助
成
金

　
日
本
国
内
に
所
在
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
を
対
象
に
、
良
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

に
貢
献
す
る
事
業
で
あ
れ
ば
、
特
に
分
野
は
問
わ
な

い
。
一
件
一
〇
〇
万
円
が
上
限
。

　 

日
本
財
団
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
助
成
金

申
請
書
受
付
係

　 

０
３
―
６
２
２
９
―
５
１
５
３

●
社
会
福
祉
助
成
事
業

 

（
１
）
研
修
事
業
　
　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に

関
す
る
専
門
知
識
や
技
能
の
習
得
を
テ
ー
マ
と
す
る

集
合
研
修
　
　
福
祉
施
設
職
員
な
ど
が
他
の
施
設
、

団
体
に
一
定
期
間
実
習
の
た
め
派
遣
さ
れ
る
研
修
。

事
業
全
体
予
算
の
八
〇
％
以
内
で
、
五
〇
万
円
が
上

限
。

 

（
２
）研
究
事
業
　
　
福
祉
関
係
者
の
専
門
性
向
上
、

現
任
訓
練
の
方
法
や
体
系
、
ま
た
就
労
、
福
利
厚
生

な
ど
を
テ
ー
マ
と
す
る
調
査
研
究
　
　
各
福
祉
分
野

の
先
駆
性
あ
る
事
業
の
実
践
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
成

果
。
事
業
全
体
予
算
の
八
〇
％
以
内
で
、
一
〇
〇
万

円
が
上
限
（
た
だ
し
　 

は
五
〇
万
円
が
上
限
）
。

　 

財
団
法
人
日
本
社
会
福
祉
弘
済
会
助
成
事
業
係

　 

０
３
―
３
８
４
６
―
２
１
７
２

３

地
域
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
関
係
助
成
事
業
○
＝
申
込
先

○
＝
問
い
合
わ
せ
先

申問

○申 ○申

○申○申

○申 ○申 ○申

○申○申

　
前
号
に
引
き
続
き
、
千
葉
県
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
団
体
へ
の
運
営
費
を
含

め
た
助
成
制
度
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
活
動
内
容
や
組
織
の
規
模
を
考
慮
し
な
が
ら
、
自
分

た
ち
の
団
体
に
ふ
さ
わ
し
い
制
度
を
選
び
、
申
請
の
た
め
の
準
備
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

○申

○申

４

　
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
今
後
の
行
動
指
針
で
あ
る
「
　
世
紀
菜
の
花
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ
れ
た
の
を
記
念
し
、
さ
る
七
月
二
十
三
日
「
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会

役
員
・
評
議
員
研
究
協
議
会
及
び
郡
市
町
村
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
研
究
協
議
会
」
が

千
葉
市
中
央
区
に
あ
る
ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー
千
葉
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
住
民
参
加
に
よ
る
“
福
祉
で
ま
ち
づ
く
り
”
を
ど
う
進
め
て
い
く
か
、
そ
の
中
で
社
会
福

祉
協
議
会
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
―
―
が
お
も
な
テ
ー
マ
で
、
会
場
に
は
県
内
の
社
協
関
係
者

が
多
数
詰
め
か
け
、
大
橋
謙
策
・
日
本
社
会
事
業
大
学
教
授
（
菜
の
花
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ

ン
検
討
委
員
会
委
員
長
）
の
“
新
し
い
時
代
の
社
協
像
”
に
つ
い
て
の
講
演
、
続
く
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
『
地
域
福
祉
の
充
実
を
目
指
し
て
』
で
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト
三
人
の
現
場
体
験
に
基
づ

く
意
見
発
表
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
社
協
の
あ
り
方
を
討
議
す
る
会
場

千葉県老人休養ホーム
どなたでも、気軽に、ご利用いただける公共
の保養施設です。ゲートボール（無料）もでき、
60歳以上の方は1泊（2食付き）5,000円です。

【送迎バス用意有】

お問い合わせ・お申し込み

久留里荘 もとの荘〒292-0434
君津市向郷1632

〒270-2328
印旛郡本埜村滝878

電話0439-27-3180 ファックス0439-27-2776 電話0476-42-4126 ファックス0476-42-8326
ヨイフロ

く る り

福
祉
で
ま
ち
づ
く
り
、
社
協
の
仕
事
、
ど
う
進
め
る
か
？

■
　
世
紀
菜
の
花
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
策
定
を
記
念
し
て

21

21

  

社
協
も
お
金
を
集
め
る
工
夫
を

　
ま
ず
大
橋
教
授
は
『
新
し
い
地
域
福
祉

の
時
代
に
お
け
る
社
協
の
位
置
と
役
員
の

責
任
』
と
題
す
る
講
演
の
中
で
「
従
来
の

社
会
福
祉
は
機
関
委
任
事
務
で
、
地
方
自

治
体
や
社
協
は
、
国
か
ら
い
わ
れ
た
こ
と

だ
け
を
や
れ
ば
い
い
“
指
示
待
ち
行
政
”

で
あ
っ
た
。
し
か
し
今
日
社
協
は
、
国
や

地
方
自
治
体

か
ら
面
倒
を

見
て
も
ら
え

る
時
代
で
は

な
く
な
り
、

そ
の
一
方
で

障
害
や
経
済
的
に
困
っ
て
い
る
地
域
住
民

だ
け
で
な
く
、
環
境
問
題
や
住
民
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
も
含
め
た
地
域
自
立
生
活
支
援
、

す
な
わ
ち
“
住
民
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
支
援
”
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
社
協
は
、
住

民
参
加
、
福
祉
関
連
団
体
と
の
連
携
を
強

め
る
か
た
わ
ら
、
自
ら
お
金
を
集
め
る
工

夫
を
重
ね
“
自
立
し
た
組
織
”
に
生
ま
れ

変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
語
り
ま

し
た
。

  

三
つ
の
「
逆
転
の
発
想
」
で
地
域
づ
く
り

　
こ
の
後
開
か
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

『
千
葉
県
地
域
福
祉
支
援
計
画
を
作
成
し
て
』

と
題
し
て
同
計
画
の
策
定
作
業
部
会
長
を

務
め
た
池
田
徹
氏
（
県
生
活
協
同
組
合
連

合
会
）
が
、
計
画
に
盛
り
込
ん
だ
三
つ
の
“
逆

転
の
発
想
”
に
つ
い
て
　 

地
域
の
中
の
助

け
合
い
、
支
え
合
い
の
復
活
　
　
高
齢
者

こ
そ
が
地
域
社
会
を
活
性
化
す
る
　
　
地

域
福
祉
の
充
実
は
、
地
域
活
性
化
の
切
り

札
―
―
と
説
明
し
ま
し
た
。

 

ま
た
千
葉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
委
員
の
牧

野
昌
子
氏
（
ち
ば
Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
議
会
）
は
、

県
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
実
態
に
関
し
て
報

告
し
た
後
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
い
ず
れ
も
医

師
や
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
な
ど
専
門
性

を
持
っ
た
人
材
の
集
団
。
目
的
が
合

致
す
れ
ば
社
会
福
祉
協
議
会
と
一
致

結
束
し
て
活
動
し
、
地
域
福
祉
の
充

実
拡
大
に
貢
献
し
た
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　
最
後
に
市
原
市
社
協
の
平
野
修
夫

氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
千
葉
県
地
域
福
祉

研
究
会
）
は
、
市
内
の
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
三
施
設
の
う
ち
一
施
設
が
、

指
定
管
理
者
の
公
募
が
行
わ
れ
て
四

法
人
が
応
募
し
た
た
め
、
激
し
い
競

争
の
中
で
悪
戦
苦
闘
。
何
と
か
指
定

管
理
者
に
な
れ
た
経
緯
を
語
り
、
「
社

協
は
、
生
き
残
り
を
か
け
た
戦
い
が

始
ま
っ
て
い
る
。
事
務
改
善
な
ど
大

胆
な
改
革
が
必
要
―
―
」
と
結
び
ま

し
た
。

大橋謙策氏

　
地
域
の
輪
と
和
、
で
き
る
人
が
、
で
き

る
と
き
に
、
で
き
る
こ
と
を
―
―
を
合
い

こ
と
ば
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
に
つ

い
て
改
め
て
考
え
、
新
し
い
時
代
の
地
域

福
祉
を
考
え
る
千
葉
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
協
議
会
の
恒
例
行
事
で
す
。

■
日
　
時
　
平
成
十
七
年
一
月
十
日
（
月
）

〜
十
一
日
（
火
）

■
会
　
場
　
小
湊
「
ホ
テ
ル
三
日
月
」

　
〒
二
九
九
―
五
五
〇
二
　
天
津
小
湊
町

内
浦
二
七
八
一

　
　
〇
四
七
〇
（
九
五
）
三
一
一
一

■
参
加
費
　
一
万
四
〇
〇
〇
円
（
宿
泊
、

資
料
代
含
む
）

■
参
加
申
し
込
み
　
十
二

月
七
日
（
火
）
ま
で
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
の
社

会
福
祉
協
議
会
へ

■
内
　
容
　
今
回
は
特
に
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
地
や
神
戸
市

か
ら
関
係
者
を
招
き
、
こ
の
一
〇
年
間
の

生
活
体
験
、
復
興
へ
の
取
り
組
み
を
話
し

て
い
た
だ
き
、
共
に
考
え
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
石
鍋
多
加
史
氏
（
日

本
俳
優
連
合
会
員
、
二
期
会
会
員
）
の
記

念
講
演
『
明
日
の
残
し
た
い
日
本
の
美
＝

童
謡
と
童
話
』
が
あ
り
ま
す
。

＊
内
容
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
―
―

千
葉
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
事
務
局

　
千
葉
市
中
央
区
千
葉
港
四
―
三

　
　
　
　
〇
四
三
（
二
〇
四
）
六
〇
一
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
三
（
二
〇
四
）
六
〇
一
五

＊時間は、いずれも午前10時～正午ま
でです。
〈千葉県社会福祉施設経営相談室〉
・相談日直通電話　TEL 043（245）4450
・相談日以外は――TEL 043（245）1103
・専用メールアドレス
　　soudansitsu@chibakenshakyo.com

６

　福祉施設の運営にまつわる法律や会計、
労務についての相談に応じています。事
前に電話かメールでご連絡ください。

法律相談

11月10日（水）、24日（水）
12月8日（水）、22日（水）
1月12日（水）、26日（水）

11月1日（月）、15日（月）
12月6日（月）、20日（月）
1月4日（火）、17日（月）

11月4日（木）、17日（水）
12月1日（水）、15日（水）
1月5日（水）、19日（水）

気軽にご相談ください!!
――社会福祉施設経営相談

会計相談

労務相談

県社協
NEWS

生
活
福
祉
資
金
の
一
部
が

変
更
に
な
り
ま
し
た

第
２
回
房
総（
東
葛
飾
地
域
）

地
域
福
祉
実
践
研
究
セ
ミ
ナ
ー

　
社
会
福
祉
の
変
革
期
を
迎
え
、
住
民
参

加
に
よ
る
地
域
福
祉
を
よ
り
豊
か
に
展
開

す
る
に
は
ど
う
す
べ
き
か
を
考
え
ま
す
。

■
日
　
時
　
一
二
月
一
一
日
（
土
）

 

　
　
　
　
　
午
後
一
時
よ
り

■
会
　
場
　
興
風
会
館
ホ
ー
ル
（
野
田
市

野
田
二
五
〇
）

■
参
加
費
　
五
〇
〇
円
（
学
生
は
無
料
）

■
内
　
容
　

　
　
鼎
談
「
福
祉
で
ま
ち
づ
く
り
―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

行
政
・
社
協
の
役
割
と
課
題
」
（
根
本
崇
野

田
市
長
・
大
橋
謙
策
日
本
社
会
事
業
大
学
教

授
・
村
社
和
雄
県
社
協
常
務
理
事
）

　
　
地
域
福
祉
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
企
業
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
施
設
・
小
地
域
か
ら
の
地
域
福
祉

実
践
報
告
」

〔
お
問
い
合
わ
せ
〕

　
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
〇
四
三
（
二
四
五
）
一
一
〇
二

〔
生
活
福
祉
資
金
〕

・
更
生
資
金
と
障
害
者
更
生
資
金
を
統
合

し
ま
し
た

・
貸
付
限
度
額
が
改
訂
さ
れ
ま
し
た
（
別

表
参
照
）

・
修
学
費
の
貸
付
限
度
額
区
分
を
一
六
区

分
か
ら
四
区
分
に
整
理
し
ま
し
た

〔
離
職
者
支
援
資
金
〕

・
貸
付
期
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前回の“集い”における分科会での
意見交換風景

　301名以上の労働者を雇用している事業主は、仕事と子育ての両立
を図るのに必要な雇用環境の整備（次世代育成支援対策）を進めるた
めの「一般事業主行動計画」を平成17年3月31日までに策定し、4月1
日以降にその行動計画を作成したことを千葉労働局に届け出る必要が
あります。行動計画そのものを届け出る必要はありません。
　また300名以下の労働者を雇用している事業主も、行動計画を策定
し、届け出るよう努めなければなりません。
　これらの計画策定の参考となる「一般事業主行動計画策定マニュア
ル」を用意してあります。ご希望の方は下記へ
■千葉労働局雇用均等室
　    043（221）2307　　FAX 043（221）2308
　E-mail　kkkintou@ecl.go.jp

情報FLASH

７

　生徒たちが作業学習でつくった藍染め、レザークラフト、
木工品、野菜類の即売のほか、バザーや模擬店、ステージシ
ョウなど盛りだくさんのイベントを計画しています。
■と　き　11月21日(日)　AM9:30～PM2:30
■ところ　千葉大教育学部付属養護学校グラウンド
　　　　　お問い合わせは――
　　　　　　 043（258）1111

どなたでも気軽にお越しください！次世代育成支援対策推進法に基づく
「事業主行動計画」をつくりましょう！

■応募資格　千葉県、東京都、埼玉県において障害者に関する福祉
活動を行う民立民営の下記施設

　(１)児童福祉法第7条に規定する知的障害児施設、知的障害児通園
施設及び重症心身障害児施設

　(２)知的障害者福祉法第5条に規定する知的障害者援護施設
　(３)身体障害者福祉法第5条に規定する身体障害者更生援護施設
　(４)東京都、千葉県及び埼玉県の条例に基づく次の施設（心身障害

者生活ホーム、心身障害者福祉作業所、心身障害者小規模福祉
作業所、心身障害者地域デイケア施設）

■対象事業
　(１)社会福祉の増進に係わる備品等の購入作業
　(２)上記に掲げる施設と地域社会との交流を促進する事業
　(３)その他社会福祉の増進に関して適当と認められる事業
■助成金額　必要金額の範囲内でかつ50万円以内総額300万円以内
■提出書類　所定の「助成金給付申請書」および「経営主体及び施
設の治革、代表者（経営者）の略歴」を提出

■提出期限　平成17年1月31日（月）
■審　　査　公益信託村石久二障害者福祉基金運営委員会の審議によ
り、給付の可否ならびに金額を決定

■給付時期　平成17年4月
■募集窓口　〒100－8106　東京都千代田区大手町1－1－2
　りそな銀行信託業務部　　03（5223）1171

公益信託村石久二障害者福祉基金
平成17年度助成金給付対象者募集のお知らせ

「第23回ふよう祭」

　おもちゃの図書館のボランティアが集い、情報交換、学び合いを通
して資質の向上を図ります。

■日　時　平成17年11月30日(日)　AM10:00～PM3:00
■会　場　千葉市ハーモニープラザ（多目的ホール・ロビーおよび

女性センター）
■参加者　おもちゃの図書館のボランティア、運営関係者、図書館

の利用者
■参加費　1000円
■参加予定人員　約150名
■問い合わせ　千葉県おもちゃの図書館
　　043（204）6010

おもちゃの図書館ボランティア
関東地区研修会

平成16年度

あなたの可能性、広げましょう！
〔身障者のための無料運転教習〕

■教習期間　　　3カ月間（1月、4月、7月、10月が入所日）
■申し込み〆切　前月10日まで
■教習費　　　　無料（ただし検定料など約3万5000円は自
　　　　　　　　己負担となります）
＊くわしくは、電話・FAXでお尋ねください。見学も歓迎！

〔身体障害者運転能力開発訓練センター〕
埼玉県新座市堀ノ内2－1－46
　048（481）2711　FAX  048（481）6578

遠方からの受講者のため
入寮制度（有料）もあります

　「身体障害者運転能力開発訓練センター」では、就職のため自動車運転免許を取得したい障害者の方に、
厚生労働省から委託を受けて、下記の通り無料教習をしています。

　当センターは、障害者雇用促進法第18条第1項第3号の2に基づき、厚生労働大臣から
認定されたわが国唯一の教育訓練施設で、昭和39年に設立以来1万2000人を超える身
障ドライバーが巣立っています。


